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給
与
所
得
者
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

給
与
所
得
が
あ
る
大
部
分
の
方
は
、

年
末
調
整
に
よ
り
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
が
精
算
さ
れ
る
た
め
、
確
定

申
告
は
不
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
給
与
所
得
者
で
も
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
及
び
申

告
書
の
受
付
は
、
平
成
30
年
２
月
16
日

（
金
）
か
ら
同
年
３
月
15
日
（
木
）
ま

で
で
す
。

　

還
付
申
告
書
に
つ
い
て
は
平
成
30
年

１
月
以
降
提
出
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
税
務
署
内
に
は
申
告
書
作
成

会
場
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
申

告
相
談
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

期
間
中
に
申
告
書
作
成
会
場
に
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

盛
岡
税
務
署

作
成
会
場
：
ア
イ
ー
ナ
７
階

開
設
期
間
：
平
成
30
年
２
月
16
日（
金
）

～
3
月
15
日
（
木
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
き
ま
す
。
た
だ

し
、
２
月
18
日
及
び
２
月
25
日
の
日
曜

日
に
限
り
開
設
し
ま
す
）

開
設
時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
４
時
ま

で（
申
告
書
作
成
会
場
は
大
変
混
雑
し
、

申
告
書
の
作
成
に
１
時
間
以
上
要
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
を
利
用
さ
れ

る
際
に
は
、
開
設
時
間
内
に
申
告
書
が

作
成
で
き
る
よ
う
、
午
後
3
時
前
ま
で

の
ご
来
場
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。）

　

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
ま
で
の
１
年
間
に
生
じ
た
全
て
の

所
得
の
金
額
と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税

額
等
の
額
を
計
算
し
、
申
告
期
限
ま
で

に
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
、
源
泉
徴

収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税
で
納
め
た

税
金
な
ど
と
の
過
不
足
を
精
算
す
る
手

続
き
で
す
。

※�

平
成
25
年
分
か
ら
平
成
49
年
分
ま

で
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を

図
る
た
め
の
施
策
に
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
た
め
、
復
興
特
別
所
得
税

を
所
得
税
と
併
せ
て
申
告
・
納
付
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

給
与
所
得
者
で
も
、
次
の
よ
う
な
方

は
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

①�

給
与
の
収
入
金
額
が
2
、0
0
0
万

円
を
超
え
る
方

②�

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
（
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を

控
除
し
た
後
の
金
額
）
の
合
計
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方

③�

２
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受

け
て
い
る
方
　

な
ど

　

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
納
期
限
は
平
成
30
年
3

月
15
日
（
木
）
で
す
。
納
期
限
ま
で
に

現
金
に
納
付
書
を
添
え
て
金
融
機
関

（
日
本
銀
行
歳
入
代
理
店
）
又
は
所
轄

税
務
署
の
納
税
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
納
付
書
は
税
務
署
又
は
所
轄
税

務
署
管
内
の
金
融
機
関
に
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
金
融
機
関
に
納
付
書
が
な
い

場
合
に
は
、
所
轄
税
務
署
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
期
限
内
申
告
に
係
る
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て

は
、
指
定
し
た
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
納
税
額
が
引
き
落
と

さ
れ
る
振
替
納
税
が
利
用
で
き
ま
す
。

大
変
便
利
で
す
の
で
是
非
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

（
注
）
１　�

申
告
書
の
提
出
後
に
、
税
務

署
か
ら
納
付
書
の
送
付
や
納

税
通
知
等
の
お
知
ら
せ
は
あ

り
ま
せ
ん
。

２　�

納
付
が
法
定
納
期
限
（
平
成

30
年
3
月
15
日
（
木
））
に

遅
れ
た
場
合
又
は
残
高
不
足

等
に
よ
り
口
座
振
替
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
法
定

納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
日

ま
で
の
延
滞
税
を
併
せ
て
納

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

3　�

振
替
納
税
の
場
合
に
は
、
領

収
証
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
の
必
要
が

な
い
方
で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
、
還

付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
（
還
付
申

告
）
に
よ
り
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所

得
税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①　
�

災
害
や
盗
難
、
横
領
に
よ
り
住
宅

や
家
財
な
ど
の
資
産
に
受
け
た
損

害
な
ど
に
つ
い
て
雑
損
控
除
を
受

け
る
場
合

②　
�

病
気
や
け
が
な
ど
で
支
払
っ
た
多

額
の
医
療
費
に
つ
い
て
医
療
費
控

除
を
受
け
る
場
合

（
注
）�平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
、
領

収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に
「
医
療

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
と
は

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
方

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
及

び
復
興
特
別
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
場
合
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　岩手大学では、9月22日（金）
に三陸沿岸13自治体が加盟し
ている岩手三陸連携会議と「地
方創生に向けた連携・協力に

関する協定」を締結しました。協定締結式では、本学の岩
渕学長から、「三陸地域の新たな地域創生に学の立場で取
り組んでいきたい」と抱負が語られ、今年度の岩手三陸連
携会議議長を務めている山本正德宮古市長からも、「すで
に岩手大学と協定締結している個別の自治体もあるが、岩
手三陸連携会議として協定締結したことで、広域的に三陸
地域の多様な課題に取り組んでいきたい」と期待が寄せら
れました。
　岩手大学は、震災直後立ち上げた三陸復興機構の活動を
地域創生に活かすため、昨年度、三陸復興・地域創生推進
機構を設置し、学の立場から「まち・ひと・しごと」づく
りに取り組み、新たな地域創生モデルの構築を目指してい
るところです。一方、沿岸被災地は、東日本大震災後、自
治体間の連携を強化し、復興道路や港湾の利活用について
広域的な視点から検討を行うとともに、観光振興や三陸ブ

ランドの構築などに取り組んでいます。昨年度は、13自治
体が協働する組織『岩手三陸連携会議』を立ち上げ、共通
的課題に対し活発に協議しています。特に、「三陸ジオパー
ク」・「みちのく潮風トレイル」等の観光資源の活用や、釡
石市が会場となる「ラグビーワールドカップ 2019」、さら
には来年度開設される「宮古・室蘭フェリー航路」などの具
体的取組事項を設け、連携して取り組みを強化しています。
　今回の協定締結を受けて、岩手大学では早速、世界遺産
である橋野鉄鉱山の周辺地域の観光資産を含めた活性化策
について釡石市と意見交換させていただきました。今後は、
橋野鉄鉱山と同じく世界遺産である平泉の文化遺産につい
て地域と共に研究を進めてきた当機構の平泉文化教育研究
部門や地域資源を活用したコミュニティビジネスを提案す
る農林畜産業復興総合計画班が中心となり、地域と協働で
観光振興等に取り組んでいく計画です。
　岩手大学はこのような地域ニーズに沿ったプロジェクト
を重ね、三陸沿岸の「まち・ひと・しごと創生」に向けて、
地域社会の持続的発展と人材育成等の取組をさらに加速さ
せていきたいと思います。

「復興活動から学び、地域創生に活かす」
岩手大学理事（復興・地域創生・男女共同参画担当）・副学長／三陸復興・地域創生推進機構長

　菅原 悦子
いま、

大学
では

連載コラム―Vol.47

費
控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
平
成
29
年
分
確
定
申
告

の
医
療
費
控
除
の
提
出
書
類
の
簡

略
化
に
つ
い
て
」

（http://w
w
w
.nta.go.jp

）
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

③　
�

家
屋
を
住
宅
借
入
金
等
で
新
築
や

購
入
、
増
改
築
等
を
し
て
、（
特

定
増
改
築
等
）
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
を
受
け
る
場
合
な
ど

④　
�

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
寄
附
を
行

い
、
寄
付
金
控
除
を
受
け
る
場
合

（
注
）�ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特

例
の
適
用
に
関
す
る
申
請
書
を
提

出
さ
れ
た
方
が
、
医
療
費
控
除
な

ど
の
他
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

確
定
申
告
を
す
る
場
合
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
金
額
を
寄
附
金
控
除

額
の
計
算
に
含
め
て
確
定
申
告
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※　
�

還
付
申
告
を
す
る
場
合
は
、
そ
の

他
の
各
種
所
得
（
退
職
所
得
を
除

く
。）
も
申
告
が
必
要
で
す
。

※　
�

そ
れ
ぞ
れ
の
控
除
の
適
用
を
受
け

る
た
め
の
要
件
や
必
要
な
添
付
書

類
等
を
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 　

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
分
野
に

お
い
て
、
行
政
手
続
の
効
率
性
・
透
明

性
を
高
め
、
国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の

高
い
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
、

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
12
桁
）
の
記
載

 
申
告
者
ご
本
人
や
控
除
対
象
配
偶

者
、
扶
養
親
族
及
び
事
業
専
従
者
な
ど

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。

＋

 

本
人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し
の
添
付

 
申
告
者
ご
本
人
の
本
人
確
認
書
類
の

提
示
又
は
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

※ 

控
除
対
象
配
偶
者
、
扶
養
親
族
及

び
事
業
専
従
者
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

の
提
示
等
は
不
要
で
す
。

 

が
必
要
で
す
。

【
本
人
確
認
書
類
の
例
】

例
１　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

例
２　

�

通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許

証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保

険
者
証
　

な
ど

（
注
）�マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
及
び
本

人
確
認
書
類
の
提
示
又
は
写
し

の
添
付
は
、
申
告
書
の
提
出
の

都
度
必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し

て
、
ご
自
宅
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

e-T
ax

で
送
信
す
る
場
合
は
、
本
人
確

認
書
類
を
別
途
送
付
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
、
ご
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
申
告
書
を
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
給
与
所
得
者
又

は
年
金
所
得
者
の
方
向
け
の
申
告
書
作

成
画
面
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
初
め

て
の
方
で
も
操
作
が
し
や
す
い
画
面
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、印
刷
し
て
郵
送

等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ド
ラ
イ
タ
を
準
備
す
れ

ば
「e-T

ax

（
電
子
申
告
）」
を
利
用

し
て
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）
に
つ
い
て

申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
作
成
で
き
ま
す
！
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軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

（
個
別
事
例
編
）

（
生
き
た
畜
産
物
の
販
売
）

【
問
】
　

当
社
は
、畜
産
業
と
し
て
肉
用
牛
を
販
売

し
て
い
ま
す
が
、
生
き
て
い
る
牛
の
販
売

は
、軽
減
税
率
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
か
。

【
答
】
　

「
食
品
」
と
は
、
人
の
飲
用
又
は
食
用

に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
（
以
下
の

【
答
】
か
ら
省
略
）
が
、
肉
用
牛
、
食
用

豚
、
食
鳥
等
の
生
き
た
家
畜
は
、
そ
の
販

売
の
時
点
に
お
い
て
、
人
の
食
用
に
供
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、「
食
品
」
に

該
当
せ
ず
、
そ
の
販
売
は
軽
減
税
率
の
適

用
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、こ
れ
ら
の
家
畜
の
枝
肉
は
、人
の

食
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
販

売
は
軽
減
税
率
の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
水
産
物
の
販
売
）

【
問
】
　

当
社
で
は
、
食
用
の
生
き
た
魚
を
販
売

し
て
い
ま
す
が
、
軽
減
税
率
の
適
用
対
象

と
な
り
ま
す
か
。

【
答
】
　

人
の
食
用
に
供
さ
れ
る
活
魚
は
「
食

品
」
に
該
当
し
、
そ
の
販
売
は
軽
減
税
率

の
適
用
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
生
き
た
魚
で
あ
っ
て
も
人
の
食

用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
熱
帯
魚
な

ど
の
観
賞
用
の
魚
は
、「
食
品
」
に
該
当

せ
ず
、
そ
の
販
売
は
軽
減
税
率
の
適
用
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

（
栄
養
ド
リ
ン
ク
の
販
売
）

【
問
】
　

栄
養
ド
リ
ン
ク
（
医
薬
部
外
品
）
の
販

売
は
、
軽
減
税
率
の
適
用
対
象
と
な
り
ま

す
か
。

【
答
】
　

「
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有

効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
」
に
規
定
す
る
「
医
薬
品
」、「
医
薬
部

外
品
」
及
び
「
再
生
医
療
等
製
品
」（
以

下
「
医
薬
品
等
」
と
い
い
ま
す
。）
は
、

「
食
品
」
に
該
当
し
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
医
薬
品
等
に
該
当
す
る
栄
養
ド
リ
ン

ク
の
販
売
は
軽
減
税
率
の
適
用
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
医
薬
品
等
に
該
当
し
な
い
栄
養

ド
リ
ン
ク
は
、「
食
品
」
に
該
当
し
、
そ

の
販
売
は
軽
減
税
率
の
適
用
対
象
と
な
り

ま
す
。

（
自
動
販
売
機
）

【
問
】
　

自
動
販
売
機
の
ジ
ュ
ー
ス
や
パ
ン
、
お

菓
子
等
の
販
売
は
、
軽
減
税
率
の
適
用
対

象
と
な
り
ま
す
か
。

【
答
】
　

自
動
販
売
機
に
よ
り
行
わ
れ
る
ジ
ュ
ー

ス
、
パ
ン
、
お
菓
子
等
の
販
売
は
、
飲
食

料
品
を
飲
食
さ
せ
る
役
務
の
提
供
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
こ
れ
ら
の

飲
食
料
品
を
販
売
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
軽
減
税
率
の
適
用
対
象
と
な
る
「
飲

食
料
品
の
譲
渡
」
に
該
当
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

7つの間違い探し

上
の
絵
と
下
の
絵
に
は
相
違
点
が
7
カ
所
あ
り
ま
す
。（
答
え
は
7
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

　第 34 回法人会全国大会が 10 月 5 日、福井県産業会館にて開催さ
れ全国から約 1,800 名の会員が集まり、岩手県からは 17 名、うち
盛岡法人会からは高橋会長以下 6名が参加しました。
　第 1部は「今後の政治と経済の行方」と題し、毎日新聞専門編集
委員与良正男氏の記念講演があり、衆議院解散総選挙の直前という
ことで貴重な情報を大変興味深く聞くことができました。
　第 2部の式典は福井県連・伊東会長の歓迎の挨拶で始まり、佐川
国税庁長官、福井県知事・市長等による来賓挨拶があり、その後会
員増強、研修参加率向上、福利厚生制度推進の各部門の表彰があり
ました。盛岡は会員増強部門で優秀賞（対前年 5社以上対象で 14
社増）を受賞しました。続いて柳田全法連税制委員長から「平成
30 年度税制改正に関する提言」の趣旨説明、鹿屋肝属法人会青年
部会による租税教育活動の報告があり、最後に平成 30 年度税制改
正スローガン、大会宣言が
発表されました。
　式典終了後、懇親会が行
われ、次回開催地の鳥取法
人会による PRが披露され
ました。3年後の岩手大会
に向けて次回から準備を兼
ねて盛岡からも多くの会員
のご参加をお願いいたしま
す。�（副会長・藤村吉隆）

第 34 回 法人会全国大会（福井大会）に参加

盛
岡
税
務
署

や
さ
し
い
税
金
教
室

税
金
は
身
近
な
も
の
で
す
が
、
そ
の
中
身
は
複
雑
で
す
。

こ
の
項
は
、盛
岡
税
務
署
の
協
力
を
得
な
が
ら
、シ
リ
ー

ズ
で
身
近
な
税
金
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。
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一
方
、
民
間
の
動
き
も
活
発
で
す
。
中
心
市

街
地
に
お
い
て
町
の
歴
史
を
象
徴
す
る
「
山
仕

事
を
持
つ
町
家
」
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
る
も

の
の
、
長
ら
く
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
町
有

の
盛
岡
藩
型
町
家
「
旧
遠
藤
邸
」
を
会
場
に
、

町
内
女
性
有
志
が
「
く
ず
ま
き
ク
ラ
フ
ト
市
」

を
開
催
す
る
な
ど
、
ま
ち
な
か
を
魅
力
的
に
し

て
い
く
取
り
組
み
が
本
格
的
に
動
き
始
め
て
い

ま
す
。

今
後
の
展
望

　

平
成
30
年
春
に
は
、
同
部
会
の
検
討
に
基
づ

き
、
公
民
連
携
に
よ
る
町
中
心
市
街
地
の
公
有

地
の
利
活
用
が
始
ま
る
予
定
。
　

　

ま
た
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
た
具
体
的
な
事

業
計
画
を
策
定
中
の
起
業
希
望
者
も
あ
り
、
新

し
い
業
態
の
魅
力
的
な
店
舗
の
誕
生
も
待
た
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

面
白
く
な
っ
て
い
く
予
感
ば
か
り
の
葛
巻
町

で
は
、
一
緒
に
「
歩
き
ま
わ
り
た
く
な
る
魅
力

的
な
ま
ち
な
か
」
を
創
っ
て
い
た
だ
け
る
仲
間

を
随
時
募
集
中
で
す
。

（
葛
巻
町�

総
務
企
画
課�

い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
推
進
室
）

わ
が
ま
ち
探
訪

ま
ち
な
か
が
面
白
い
こ
と
に
な
っ
て
き
た
！

　
　
「
中
心
市
街
地
の
魅
力
創
出
」

町
の
概
要

　

北
欧
を
思
わ
せ
る
高
原
の
風
景
が
広
が
る

「
北
緯
40
度�

ミ
ル
ク
と
ワ
イ
ン
と
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
」
葛
巻
町
。

　

当
町
で
は
「
一
歩
先
行
く
山
村
」
の
モ
デ
ル

を
目
指
し
挑
戦
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
一
方

で
、
町
の
人
口
は
昭
和
35
年
国
勢
調
査
時
に

ピ
ー
ク
の
１
５
︐9
６
４
人
を
記
録
し
て
以
来

一
貫
し
て
減
少
。
平
成
29
年
４
月
１
日
に
は
、

６
︐４
０
１
人
（
住
民
基
本
台
帳
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
原
因
は
、
若
い
世
代
の
著
し
い
転
出
超

過
で
あ
り
、
20
代
で
の
Ｕ
タ
ー
ン
率
が
長
年

10
％
未
満
の
低
さ
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

﹁
い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
推
進
室
﹂の
設
置

　

町
で
は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
ま

た
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
町
を
発
展
さ
せ

る
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
平
成
28
年
４
月

１
日
、
総
務
企
画
課
内
に
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
葛

巻
推
進
室
」
を
設
置
。「
観
光
・
交
流
」、「
商
工

業
振
興
」、「
移
住
定
住
対
策
」
の
各
施
策
を
効

果
的
に
連
動
さ
せ
て
、「
人
口
減
少
対
策
」
を
一

体
的
に
推
進
し
て
お
り
、
平
成
29
年
７
月
１
日

か
ら
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
を
迎
え
業

務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

魅
力
的
な
ま
ち
な
か
の
創
出
に
向
け
た
取
組

　

町
で
は
、
特
徴
あ
る
観
光
・
物
産
資
源
を
生

か
し
て
町
ぐ
る
み
で
若
い
世
代
の
雇
用
を
創
出

す
る
「
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
事
業
や
移
住
す

る
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
住
宅
施
策
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
多
く
の
若
い

世
代
に
Ｕ
Ｉ
J
タ
ー
ン
を
検
討
い
た
だ
く
た
め

に
は
、
町
中
心
市
街
地
が
魅
力
的
な
エ
リ
ア
で

あ
る
こ
と
が
死
活
的
に
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
「
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
内
に
、

公
民
の
若
手
メ
ン
バ
ー
で
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
「
ま
ち
な
か
検
討
部
会
」
を
設

置
。
こ
の
部
会
で
は
、
町
中
心
市
街
地
に
あ
る

空
き
店
舗
、
空
き
家
、
公
有
地
、
公
有
建
物
を

含
む
豊
富
な
空
間
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
女

性
や
若
者
に
魅
力
の
あ
る
空
間
を
つ
く
り
出
す

こ
と
を
目
的
に
フ
ラ
ッ
ト
な
議
論
と
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
歩
き
ま
わ
り
た

く
な
る
ま
ち
な
か
」
を
創
出
す
る
こ
と
で
エ
リ

ア
の
価
値
自
体
も
向
上
す
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
同
部
会
の
検
討
と
歩
調
を
合
わ
せ

て
施
策
を
実
施
。
ま
ず
、
町
中
心
部
か
ら
半
径

１
５
０
ｍ
内
に
あ
る
空
き
店
舗
の
実
態
を
把
握

し
、
起
業
を
希
望
す
る
若
者
や
女
性
と
空
き
店

舗
オ
ー
ナ
ー
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
６
件
か
ら

賃
貸
な
ど
を
希
望
す
る
旨
確
認
を
得
ま
し
た
。

続
い
て
、
飲
食
店
の
空
き
店
舗
オ
ー
ナ
ー
の
了

解
の
も
と
、
女
性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
事
業
化
検

討
・
発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

葛
く ず ま

き ま ち

巻町

「まちなか検討部会」メンバーによる旧遠藤邸の清掃

旧遠藤邸で開催された「くずまきクラフト市」

「女性による空き店舗事業化提案・発表会」の一場面
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研
修
・
交
流
事
業

青
年
部
会

第
31
回
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
高
知
大
会
に
参
加

　

平
成
29
年
11
月
9
日
か
ら
10
日
ま
で
高
知
市
に
於
い

て
、「
第
31
回
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
高
知
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
未
来
へ
継
ぐ
志
国
高
知
」
の
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
総
勢
２
４
０
０
人
を
超
え
る
参
加

登
録
が
あ
り
、
盛
岡
法
人
会
青
年
部
会
か
ら
は
４
名
で
の

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
法
連
青
年
部
会
連
絡
協
議
会
で
は
、
中
村
一
朗
新
会

長
よ
り
青
年
部
会
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ

り
、
改
め
て
法
人
会
と
し
て
の
方
向
性
が
確
認
で
き
ま
し

た
。

　

租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
全
国
11
単
位
会
か
ら
発
表
が
あ
り
、
福
岡

局
連
代
表
の
直
方
法
人
会
青
年
部
会
が
「
税
に
込
め
た
思
い
を
伝
え
る
租
税
教
育
活
動
」
で

最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。「
税
金
は
誰
か
を
大
切
に
思
う
気
持
ち
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

地
元
の
市
長
さ
ん
も
巻
き
込
ん
で
の
取
り
組
み
は
、学
ぶ
こ
と
が
多
く
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
全
国
４
５
０
単
位
会
の
部
会
長
が
集
ま
り
、「
租
税
教
育
活
動

の
問
題
点
」
を
3
時
間
に
わ
た
り
協
議
し
ま
し
た
。
各
地
域
で
の
活
発
な
活
動
に
大
い
に
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、
タ
レ
ン
ト
の
間
寛
平
さ
ん
が
、「
走
る
こ
と
で
大
切
な
こ
と
～
夢
・
出
会

い
・
絆
」
と
題
し
て
講
演
、
ア
ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
挑
戦
、
そ
の
真
っ
只
中
に
見
つ
か
っ
た

ガ
ン
を
克
服
し
て
完
走
し
た
こ
と
な
ど
、
笑
い
と
感
動
に
包
ま
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
中
村
会
長
か
ら
、
こ
れ
か
ら
２
年
間
の
活
動
方
針
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、

大
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
高
知
法
人
会
青
年
部
会
の
お
も
て
な
し
に
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

来
年
の
大
会
は
岐
阜
県
で
行
わ
れ
ま
す
。
部
会
長
と
し
て
初
め
て
の
大
会
、
た
い
へ
ん
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
メ
ン
バ
ー
の
力
を
借
り
て
、
素
晴
ら
し
い
青
年
部
会
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

（
青
年
部
会
長
・
鳥
居
清
孝
）

矢
巾
北
中
学
校
な
ど
で
租
税
教
室

　

青
年
部
会
に
よ
る
「
租
税
教
室
・
税
金
ク
イ
ズ
」（
主

催
：
盛
岡
税
務
署
、
盛
岡
地
区
租
税
教
室
推
進
協
議
会
）

が
11
月
下
旬
か
ら
12
月
に
か
け
て
矢
巾
北
、
柳
沢
、
土
淵
、

一
方
井
の
各
中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
3
年
生
を
対
象
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

１
時
間
授
業
の
中
で
、
は
じ
め
に
税
金
の
無
い
社
会
を

描
い
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
「
ご
案
内
し
ま
す　

ア

盛岡法人会参加者、
大会実行委員長とともに

　
盛
岡
法
人
会
な
ど
で
構
成
す
る
盛
岡
地
区
税
務
関
係
団

体
協
議
会
（
税
団
協
）
主
催
の
「
税
を
考
え
る
週
間
」
特

別
講
演
会
が
11
月
13
日
、
盛
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ

れ
、
経
営
心
理
学
者
の
飯
田
史
彦
氏
と
仙
台
国
税
局
長
・

後
藤
健
二
氏
が
講
演
し
た
。
会
員
、
一
般
市
民
な
ど

2
2
0
名
が
聴
講
し
た
。

東
北
で
は
税
団
協
な
ど
の
活
動
が
重
要

　

後
藤
局
長
は
「
税
務
行
政
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
き
と
仙

台
国
税
局
の
取
組
み
」
の
テ
ー
マ
で
約
１
時
間
講
演
。
内

容
は
国
の
税
務
行
政
か
ら
仙
台
国
税
局
の
現
況
、
課
題
、

そ
し
て
東
北
地
方
の
経
済
活
性
化
に
向
け
た
提
言
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
っ
た
。

　

仙
台
国
税
局
は
東
北
６
県
、
6�

6
、0
0
0
㎢
と
い
う

広
大
な
地
域
を

所
管
す
る
。
こ

の
中
に
税
務
署

が
52
。
面
積
で

は
全
国
の
18
％

を
占
め
る
が
、

税
務
署
の
数
は

10
％
に
と
ど
ま

る
。
人
口
は
全

国
の
７
％
。
広

大
な
地
域
に
少

な
い
人
口
が
分

散
し
て
い
る
形

で
、
52
税
務
署

の
マ
ン
パ
ワ
ー

が
及
ぶ
範
囲
が

「
税
を
考
え
る
週
間
」
特
別
講
演
会

経
営
心
理
学
者
・
飯
田
史
彦
氏
、
仙
台
国
税
局
長
・
後
藤
健
二
氏
が
講
演

限
界
に
き
て
い
る
。
こ
の

た
め
税
団
協
の
よ
う
な
民

間
組
織
の
活
動
が
果
た
す

役
割
が
大
き
く
、
ま
た
、

地
方
税
（
市
町
村
）
の
申

告
書
デ
ー
タ
を
国
税
に
移

す
「
デ
ー
タ
引
き
継
ぎ
」
と
い
っ
た
手
法
が
申
告
業
務
効

率
化
の
た
め
に
特
に
東
北
地
域
に
お
い
て
重
要
性
が
際

立
っ
て
い
る
。

　

仙
台
国
税
局
の
国
税
収
納
済
額
は
約
2
兆
3
、0
0
0
億

円
で
、
全
国
の
４
％
。
こ
れ
に
対
し
て
地
方
交
付
税

２
兆
7
、0
0
0
億
、
国
庫
支
出
金
２
兆
2
、0
0
0
億
、

合
計
５
兆
2
、0
0
0
億
円
が
還
流
し
て
い
る
。
大
幅
な

入
超
、
つ
ま
り
得
を
し
て
い
る
勘
定
だ
が
、
後
藤
局
長
は

「
東
北
の
経
済
が
活
性
化
し
、
自
律
的
な
税
収
が
上
が
れ

ば
国
の
財
政
も
改
善
す
る
。
東
北
経
済
の
活
性
化
は
税
、

財
政
の
観
点
か
ら
見
て
も
大
事
な
テ
ー
マ
だ
」と
話
し
た
。

　

最
近
の
税
務
行
政
の
重
要
課
題
と
し
て
は
31
年
10
月
に

予
定
さ
れ
る
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
軽
減
税
率
の

導
入
に
つ
い
て
概
略
説
明
。
課
税
対
象
に
な
る
、
な
ら
な

い
な
ど
の
混
乱
が
起
き
な
い
よ
う
事
前
に
準
備
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
呼
び
か
け
た
。

　

東
北
の
経
済
活
性
化
に
向
け
て
は
、「
東
北
を
一
つ
の

塊
と
し
て
見
る
こ
と
で
初
め
て
外
国
人
に
イ
メ
ー
ジ
が
湧

く
よ
う
な
存
在
感
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
６
県
集

め
る
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
や
ギ
リ
シ
ャ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
同

じ
ぐ
ら
い
の
レ
ベ
ル
の
存
在
感
、
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
獲
得
で

き
る
と
思
う
」
と
提
言
。
こ
の
ほ
か
、
仙
台
国
税
局
と
し

て
酒
蔵
マ
ッ
プ
を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
、
酒
を
買
っ
て
包

装
未
開
封
の
ま
ま
帰
国
す
る
と
酒
税
が
免
税
に
な
る
制
度

が
10
月
１
日
に
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

会場風景

後藤健二局長

矢巾北中学校　真剣な面持ちで
問題を読む生徒たち
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ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
へ
」（
企
画
：
国
税
庁
）を
鑑
賞
。
そ
の
あ
と
、
税
の
歴
史
、
税
金
の
種
類
、

国
や
県
の
予
算
な
ど
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
出
し
て
生
徒
た
ち
に
答
え
て
も
ら
う
形
式
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

女
性
部
会

太
田
小
学
校
な
ど
で
税
金
出
前
教
室

　

女
性
部
会
の
税
金
出
前
教
室
が
太
田
、
上
田
、
土
淵
の
各
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
６
年
生
を

対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
小
学
校
の
社
会
科
用
学
習
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
冊
子
「
く
ら
し
と
税
金
」
を

使
っ
て
の
授
業
。
は
じ
め
に
女
性
部
会
員
が
税
金
の
種
類
や
使
わ
れ
方
な
ど
を
説
明
、
そ
の

あ
と
資
料
に
描
か
れ
た
町
の
い
ろ
い
ろ
な
施
設
（
学
校
、
病
院
な
ど
）
に
税
金
が
使
わ
れ
て

い
る
か
、
を
生
徒
た
ち
が
○
╳
で
答
え
ま
し
た
。
税
務
署
か
ら
は
義
務
教
育
9
年
間
の
10
人

分
の
税
金
負
担
額
に
相
当
す
る
と
い
う
１
億
円
の
レ
プ
リ
カ
の
紹
介
と
、
そ
の
重
さ
を
当
て

る
ク
イ
ズ
が
出
さ
れ
生
徒
た
ち
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
な
お
上
田
小
学

校
の
出
前
教
室
は
岩
手
め
ん
こ
い
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

土淵中学校　１ 年生のとき全校で陸前高田市
の租税教室バスツアーに参加した生徒たち

一方井中学校　グランドホッケー
の選手も混じる 3 年生 １8 人

柳沢中学校　3 年生 5 名の授業

土淵小学校　１ 億円のレプリカを
持って、ワーッ重い！

上田小学校　税金が使われている
施設はどこかな？

太田小学校　盛岡税務署担当官と
共に税金の使われ方を説明

盛
岡
市
内
３
会
場
で
税
に
関
す
る
書
写
展

　

税
を
考
え
る
週
間
に
合
わ
せ
て
小
・
中
学
生
に
よ
る
税

に
関
す
る
書
写
優
秀
作
品
の
展
示
会
が
11
月
１
日
か
ら
30

日
に
か
け
て
J
R
盛
岡
駅
、
パ
ル
ク
ア
ベ
ニ
ュ
ー
カ
ワ
ト

ク
、
盛
岡
税
務
署
で
巡
回
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

組
織
の
活
性
化
に
は
、
交
渉
力
が
必
要

　

飯
田
講
師
は
「
生
き
が
い
＆
働
き
が
い
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
～
癒
し
合
い
、
活
か
し

合
う
経
営
ス
タ
イ
ル
と

は
？
」
の
演
題
で
講
演
し

た
。

　

こ
の
中
で
「
交
渉
が
苦

手
な
東
北
の
方
の
た
め

に
」
と
前
置
き
し
て
、
組
織
を
活
性
化
す
る
た
め
の
上
手

な
交
渉
の
方
法
を
紹
介
し
た
。
ま
ず
、
交
渉
と
は
相
手
を

打
ち
負
か
す
こ
と
で
は
な
く
、
相
手
の
価
値
観
、
潜
在
意

識
を
上
手
に
活
用
し
な
が
ら
、
相
手
を
良
い
気
分
、
勝
っ

た
気
分
に
さ
せ
る
こ
と
で
戦
略
的
に
こ
ち
ら
の
要
求
を
通

す
こ
と
だ
と
し
て
、
以
下
の
3
つ
の
対
話
法
を
説
い
た
。

　

１
つ
目
は
「
Y
E
S�

B
U
T
の
対
話
法
」。
こ
れ
は
、

相
手
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
イ
エ
ス
、
イ
エ
ス
、
あ
あ
そ

う
だ
ね
、
な
る
ほ
ど
ね
え
と
認
め
る
返
事
で
気
分
を
良
く

さ
せ
た
う
え
で
、
こ
ち
ら
の
意
見
を
す
る
。
い
や
、
ん
ー

そ
れ
は
ね
え
、
な
ど
と
最
初
か
ら
否
定
的
な
発
言
は
相
手

の
心
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う
。
特
に
も
「
な
る
ほ
ど
」
と
い

う
言
葉
は
素
晴
ら
し
い
日
本
語
。上
手
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

　

２
つ
目
は
「
B
A
D
N
E
W
S�

G
O
O
D
N
E
W
S

の
対
話
法
」。
こ
れ
は
、
相
手
に
都
合
の
悪
い
情
報
は
先

に
伝
え
、
良
い
情
報
を
後
に
出
し
て
良
い
雰
囲
気
で
交
渉

を
終
え
る
方
法
。
同
じ
こ
と
を
言
う
に
も
反
対
で
は
良
い

雰
囲
気
で
終
わ
れ
な
い
。

　

3
つ
目
は
「
同
一
化
の
戦
略
」。
例
え
ば
部
下
が
会
社

を
辞
め
た
い
と
言
っ
て
来
た
時
、「
私
も
そ
う
い
う
時
が

あ
っ
た
」
と
相
手
（
あ
な
た
）
と
自
分
（
わ
た
し
）
を
同

一
化
し
、
一
緒
（
私
た
ち
）
に
な
っ
て
考
え
、
心
を
開
か

せ
る
対
話
法
。
こ
の
3
つ
を
上
手
に
使
う
こ
と
で
、
明
日

か
ら
全
然
違
う
人
に
な
れ
る
と
飯
田
講
師
。

JR 盛岡駅 ２ 階コンコース

パルクアベニューカワトク 7 階フロア

4ページ
7つの
間違い探し
の答え

①
松
の
大
き
さ
（
中
）

　②
鶴
の
足

　③
右
足
の
向
き

　

④
手
に
持
つ
鈴
の
房
（
ふ
さ
）
　⑤
帽
子
の
線
　⑥
ア
ゴ
ヒ
モ
の
向
き
　⑦
す
そ

飯田史彦氏

経
営
セ
ミ
ナ
ー

「
健
康
経
営
」
を
す
す
め
よ
う

　

平
成
29
年
12
月
13
日
　

岩
手
県
法
人
会
館
に
於
い
て
、
大

同
生
命
保
険
（
株
）、
A
I
U
損
害
保
険
（
株
）
の
共
催
で

「
健
康
経
営
」
と
「
労
働
災
害
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

が
26
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
部
で
は
、「
健
康
経
営
」
～
働
く
人
と
企
業
の
健
康
の

創
造
～
と
題
し
て
、
健
康
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
石
井
公
一

氏
が
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
や
近
年
増
加
し
て
い
る
過
労
死

問
題
な
ど
を
背
景
に
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
健
康
経
営
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
企
業
の
経
営
戦
略
と
し
て
取
組
む
必
要
が

あ
る
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
第
2
部
で
は
、
社
会
保
険
労
務

士
の
赤
澤
将
氏
が
「
会
社
を
守
る
!!
中
小
企
業
の
た
め
の
労

働
災
害
対
策
」～
安
全
配
慮
義
務
と
会
社
の
責
任
～
と
題
し
て
、

・�

社
長
は
職
場
の
安
全
を
確
保
す
る
こ

と
は
経
営
者
と
し
て
の
責
務
で
あ
る
。

・�
労
災
対
策
は
企
業
の
リ
ス
ク
対
策
の

観
点
か
ら
も
必
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
る
、

そ
し
て
経
営
者
一
人
で
は
な
く
チ
ー
ム

で
対
策
を
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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盛岡法人会の行事案内
■青年部会　租税教室 1月 19日（金）　会場：下橋中学校
■青年部会　経営支援セミナー 1月 26日（金）　会場：「ジゼル」
■新春講演会 2月 2日（金）　会場：盛岡グランドホテル
■法人税申告書の見方・
　書き方講座４回コース

2月14日（水）、16日（金）、20日（火）、23日（金）
会場：岩手県法人会館

■ ITセミナー 2月 21日（水）、22日（木）　会場：岩手県法人会館
■もりおか雪あかりボランティア 2月上旬　会場：盛岡城跡公園

■新設法人説明会 3月中旬　会場：岩手県法人会館
29年 5月～ 29年 11月新設法人対象

■親睦ボウリング大会 2月中旬

■決算説明会 3月中旬　会場：岩手県法人会館
1～ 3月決算法人対象

■新入社員養成講座 3月下旬　会場：岩手県法人会館
お問い合わせは　盛岡法人会　℡ .019︲₆₅₄︲₄9₅₅　Fax.019︲₆₅1︲₄0₅₅

平笠裸参り

　

公
益
社
団
法
人
盛
岡
法
人
会
は
、

盛
岡
市
、八
幡
平
市
、
滝
沢
市
、
紫

波
町
、
矢
巾
町
、
雫
石
町
、
岩
手
町
、

葛
巻
町
、
に
本
社
を
置
く
企
業
（
法

人
）の
経
営
者
及
び
賛
助
会
員
、
個

人
を
会
員
と
す
る
団
体
で
、
会
員

相
互
の
交
流
と
研
修
、
社
会
貢
献

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

いわてワクワクプロジェクト
ネットワーク活かし多彩なイベント
「明るく元気でワクワクする岩手を目指す集団」
を標榜するいわてワクワクプロジェクト。元は
地元金融機関が主宰する若手経営者の異業種
交流組織で、東日本大震災が発生してからは
並行して被災地の復興支援活動を続けてきた。
組織は２年前、発展的解散になったが、有志
による支援活動は続いていて、平成 29年２月、会則なども整えて正式にいわてワクワク
プロジェクトとしてスタートした。「とは言ってもゆるい組織です。自分たちがワクワク
して、それをみんなと分かち合おうというのが趣旨」と代表の村上貢一さん。会員のほか、
同じような支援グループや企業経営者などのサポーターが活動のたびに声をかけ合い、
ヒト、モノを出し合ってイベントを開く。さんさ踊りの出前やポップコーン、わたあめ、
千本釣りなどの屋台、食べ物では鮮魚店提供のめかぶ丼、寿司店提供のばらちらし、青
果店提供の野菜、果物、さらには有名化粧品メーカーのカリスマ美容員によるフェイス
マッサージというプログラムもある。いずれもチャリティーで行い、収益金は福祉施設
などに寄付する。
　震災直後、田野畑村のハックの家（小規模福祉作業所）が支援を求めているとの情報
を得て物資支援に入り、以後、今日まで支援を続けている。現在、台風10号被害のあっ
た岩泉にも行っている。現地に出向くだけでなく、盛岡市で開くイベントに招待して一
緒に楽しむといったことも。
　「イベントのたびに地域を超えていろんな人が結びついていくのがいいです。これから
もネットワークを広げながら活動を続けていこうと思っています」と村上貢一さんは話し
ている。

2011.3.11. 東日本大震災 を忘れない
ささえ合うひとびと被災者

支援者 市 民

『もりおか通信』は盛岡法人会の
ホームページでご覧になれます。
http://iwate︲ho.jp/morioka/

■いわてワクワクプロジェクト　代表：村上貢一
〒020︲011₇　盛岡市緑が丘 3︲10︲₇　　TEL.019︲₆₆1︲₄₅₈₅
E︲mail:kouichi@1rizuka.com

田野畑村でのお祭り屋台

　盛岡法人会は、11 月 13 日開催された盛岡地区税務関係団体
協議会主催の「税を考える週間特別講演会」において、後藤
健二仙台国税局長より「国税庁長官感謝状」の贈呈を受けた。
　これは、租税教育の推進を長年行ってきた功績が認められ
たもので、平成 2₇ 年に盛岡市内の中学校の全校生徒を沿岸被
災地に引率し、復興税の使われ方を分かりやすく実体験させ
る課外授業を行ったことや、新社会人を対象とした租税教室
開催に向けた働き掛けを行い実現したこと、女性部会が行っ

てきた絵はがきコンクールの実施などが功績としてあげられた。
　この国税庁長官感謝状は、特に功績のあった学校、教育委員会及び関係民間団体等に対して送ら
れる最高位のもので、平成 29年度は東北で当会だけが受賞。岩手県内において、学校を除いた団体
等での受賞はこの 20 年間で初めてとなったことから、新聞のみならずTV報道でも大きく取り上げ
られた。高橋会長は報道機関のインタビューで「これまで進めてきた活動が大きく評価され大変うれ
しい。これからも租税教育を通じて税の大切さを児童、生徒に正しく伝えて行きたい」と決意を述べた。

後藤仙台国税局長より「国税庁長
官感謝状」を受ける高橋真裕会長

感
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長年の租税教育推進により国税庁長官感謝状
～盛岡法人会～

　法人会では、それぞれの地
域で様々な活動を行ってお
り、「自らの向上」と「社会
への貢献に参加する喜び」を
共に分かち合える仲間を募集
しております。
　入会に関する資料のご請求は
TEL　019︲₆₅₄︲₄9₅₅　又は
ホームページ（http://iwate︲
ho.jp/morioka/）よりお願い
いたします。

会　員　募　集


